
新
規
就
農
で
イ
チ
ゴ
に
挑
戦


南丹市　山本　善久さん

女
性
委
員
が

〝
つ
な
い
で
発
信
〟

筍を待つお客さんのために

情
報
発
信
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　
　
参
加
者
を
募
集
中


遊
休
農
地
を「
地
域
お
こ
し
」に
活
用

　
井
手
町

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
特
栽
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
ま
る

やぎ地立計画　×　ユートピア室橋
南丹市八木町

地権者と耕作者の「農業お助け隊」発進
草刈り・水路掃除の主力は非農家
　　　　　（人）　　　　　　（４人）

推進委員が提案

宮津市須津地区

愛
情
込
め
て
イ
チ
ゴ
を
育
て
る
山
本
さ
ん

　
南
丹
市
八
木
町
諸
畑
地
区
で
イ
チ

ゴ
栽
培
を
始
め
た
山
本
善
久
さ
ん

（

）
。
京
丹
波
町
内
の
農
業
法
人

で
野
菜
の
栽
培
を
約

年
経
験
し
た

後
、
若
い
頃
か
ら
夢
だ
っ
た
独
立
を

決
意
し
、
綾
部
市
の
イ
チ
ゴ
農
園
か

ら
栽
培
技
術
の
指
導
を
受
け
て
、
昨

年
１
月
に
就
農
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
４
棟
（
６
６
０
０
株
）
を

家
族
（
山
本
さ
ん
夫
妻
と
両
親
）
で

経
営
す
る
「
や
ま
も
と
ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ

ふ
ぁ
ー
む
」
で
は
、
品
種
は
酸
味
が

少
な
く
甘
さ
が
際
立

つ「
章
姫
」を
選
び
、


月
か
ら
６
月
ま
で

収
穫
。
地
元
の
南
丹

市
と
亀
岡
市
内
の
ス

ー
パ
ー
、
道
の
駅
な

ど
で
販
売
し
て
い

る
。

　
顧
客
か
ら
の
反
応

は
上
々
で
、
口
コ
ミ

の
評
判
で
人
気
商
品

と
な
っ
て
お
り
、
取

扱
店
も
徐
々
に
増
え

て
い
る
。

　
（
南
丹
市
農
業
委

員
会
・
田
村
好
司
委

員
）

７６（第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）６月２５日（金）

筍を茹でるガス式回転窯と
西村委員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
タ
マ

ネ
ギ
を
収
穫

農作業イベン
トを参加者と
楽しむ用澤さ
ん（右端）

巣
塔
に
と
ま
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

　
南
丹
市
八
木
町
の
若
い
女

性
中
心
の
活
動
組
織
「
や
ぎ

地
立
計
画
」
が
、
地
元
の
農

業
法
人
（
㈲
ユ
ー
ト
ピ
ア
室

橋
）
の
協
力
を
得
て
、
今
年

か
ら
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
暮
ら

せ
る
田
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
始
め
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
用

澤
菜
奈
子
さ
ん
（

）
は
、

共
に
地
元
で
育
っ
た
西
村
薫

さ
ん
（

）
や
、
大
阪
府
か

ら
移
住
し
た
柴
田
茜
さ
ん

（

）
他
と
と
も
に
、
３
年

前
か
ら
休
耕
田
を
借
り
て
月

１
回
の
農
作
業
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
呼
び
か
け
、

京
都
市
や
大
阪
府
内
か
ら
集

う
若
者
た
ち
に
「
農
が
近
く

に
あ
る
田
舎
暮
ら
し
の
魅
力

を
伝
え
る
活
動
」
を
続
け
て

い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
一
昨
年
か
ら
飛
来
す
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
た
め
に
建
て

た
巣
塔
に
隣
接
す
る

㌃
の

田
で
特
別
栽
培
米
の
キ
ヌ
ヒ

カ
リ
を
育
て
る
。
農
作
業
体

験
の
企
画
、
除
草

作
業
と
米
の
販
売

を
「
や
ぎ
地
立
計

画
」
が
担
当
し
、

水
田
の
管
理
は
ユ

ー
ト
ピ
ア
室
橋
が
担
当
す

る
。

　
用
澤
さ
ん
は
「
地
元
農
家

の
賛
同
が
得
ら
れ
た
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
得
ら
れ

た
人
脈
を
も
と
に
販
売
ル
ー

ト
を
作
り
、
地
域
の
発
展
の

た
め
に
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
。

　
現
在
、
１
口
３
万
円
で
特

栽
米
と
農
作
業
体
験
（
ま
た

は
梅
干
し
、
味み

噌そ

な
ど
の
加

工
品
を
選
べ
る
）
を
セ
ッ
ト

で
販
売
。
賛
同
者

を
募
っ
て
い
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
。

　
京
都
府
農
業
会
議
は
、
販
売

力
強
化
や
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
で

売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
農

家
を
対
象
に
、
「
情
報
発
信
力

向
上
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
す
る
。

初
回
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
接
客
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
活
用
で
き
る
コ
ピ
ー

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
を
学
ぶ

共
通
講
座
を
７
月

日
（
木
）

に
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
で
開

催
。
そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活

用
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
作
成
、
コ
ン

テ
ン
ツ
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

テ
ー
マ
別
に
選
択
講
座
を
予
定

し
て
い
る
。

　
参
加
は
無
料
。
申
し
込
み
締

め
切
り
は
７
月
９
日
。
詳
し
い

問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
農
業

会
議
（
☎
０
７
５
・
４
１
７
・

６
８
８
８
）
ま
で
。

　
井
手
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
町
内
の

団
体
で
組
織
）は
、

井
手
町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

椿
坂
を
拠
点
に
、
椿
坂
ふ
れ
あ

い
市
の
開
催
、河
津
桜
の
植
樹
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
（
時
代
絵
巻
行

列
な
ど
）
の
企
画
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
最
近
、
交
流
拠
点
の
椿
坂
周

辺
で
遊
休
農
地
が
増
え
て
い
る

た
め
、
協
議
会
で
遊
休
農
地
を

再
生
利
用
す
る
活
動
を
開
始
。

協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
農
業
者
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
２
人
）

が
中
心
と
な
り
、
再
生
し
た
農

地
（

㌃
）
で
エ
ビ
イ
モ
、
ア

カ
ミ
ズ
ナ
な
ど
の
野
菜
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
後
は
、
２
０
２
３
年
度

（
令
和
５
）
に
開
業
予
定
の

「
道
の
駅
」
で
特
産
品
と
し
て

販
売
す
る
た
め
、
果
樹
や
花
き

の
栽
培
も
検
討
中
。
農
業
振
興

に
よ
る
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す

活
動
に
力
を
入
れ
る
計
画
だ
。

（
井
手
町
農
業
委
員
会
）


法
面
の
草
刈
り
に
奮
闘
し
た

「
農
業
お
助
け
隊
」
メ
ン
バ
ー

（
５
月
８
日
、
糸
井
委
員
は
最

後
列
（
３
列
目
）
左
側
の
白
い

帽
子
の
方
）
。

獣
害
防
止
柵

付
近
の
草
刈
り
は
大
変
！

　
宮
津
市
須
津
地
区
で
は
、
地

元
の
非
農
家
（
地
権
者
）
が
主

力
メ
ン
バ
ー
の
「
農
業
お
助
け

隊
」
が
発
足
し
、
獣
害
防
止
柵

や
水
路
の
維
持
・
管
理
作
業
に

大
活
躍
し
て
い
る
。
主
な
活
動

範
囲
は
、
中
山
間
集
落
協
定
や

多
面
的
機
能
支
払
の
対
象
エ
リ

ア
（
水
田
約

㌶
）
で
、
耕
作

者
の
高
齢
化
や
減
少
に
伴
い
困

難
に
な
っ
た
作
業
を
担
当
。
２

月
の
水
路
掃
除
と
除
草
を
手
始

め
に
、
５
月
７
～
８
日
に
は
最

大
の
懸
案
だ
っ
た
法
面
の
一
斉

除
草
を
実
施
し
た
。
特
に
、
山

際
の
獣
害
防
止
柵
付
近
は
３
年

ぶ
り
の
草
刈
り
で
、
〝
美
し
い

田
園
風
景
〟
が
復
活
し
た
。

　
現
在
、
「
農
業
お
助
け
隊
」

の
メ
ン
バ
ー
は

人
で
、
う
ち


人
が
地
元
の
非
農
家
（
所
有

す
る
水
田
を
耕
作
者
に
預
け
た

農
家
組
合
員
）だ
。今
年
１
月
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で

農
家
組
合
長
の
糸
井
久
和
さ
ん

が「
ふ
る
さ
と
の
景
観
を
守
り
、

地
域
の
農
業
を
維
持
す
る
た

め
、
農
地
保
全
活
動
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
幅
広
く
協
力
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
自
治

会
長
や
市
議
会
議
員
、
民
生
・

児
童
委
員
を
含
む

人
が
趣
旨

に
賛
同
し
、「
農
業
お
助
け
隊
」

が
発
足
。
今
年
か
ら
共
同
作
業

の
実
働
部
隊
と
な
り
、
耕
作
者

と
地
権
者
が
協
力
し
て
草
刈
り

な
ど
に
取
り
組
む
体
制
が
整
っ

た
。

　
活
動
の
予
定
は
、
年
５
回
程

度
で
、６
月
は
防
護
柵
の
点
検
、

８
月
は
草
刈
り
を
行
う
。
「
農

業
お
助
け
隊
」
の
発
起
人
で
名

付
け
親
の
糸
井
委
員
は
「
活
動

に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
勇

気
と
活
力
を
も
ら
っ
た
。
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
話
し
て
い
る
。

　
宮
津
市
で
は
、
高
齢
農
家
の

リ
タ
イ
ア
な
ど
で
耕
作
者
が
減

少
し
、
地
域
農
業
を
維
持
す
る

た
め
に
、
〝
地
権
者
と
耕
作
者

が
協
力
し
て
農
業
用
施
設
を
保

全
管
理
す
る
仕
組
み
〟
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
宮
津
市
農
業
委
員

会
は
、

人
の
委
員
が
市
内
の

全

集
落
で
「
農
家
組
合
長
や

担
い
手
と
の
話
し
合
い
」
を
精

力
的
に
展
開
。
地
権
者
と
耕
作

者
に
よ
る
農
地
管
理
協
議
会

（
利
用
調
整
組
織
）
の
検
討
や

若
手
移
住
者
の
農
業
新
規
参
入

な
ど
、
市
内
各
地
で
新
た
な
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
乙
訓
地
域
の
伝
統
的
な
栽
培

方
法
「
京
都
式
軟
化
栽
培
法
」

で
　

筍
　

タ
ケ
ノ
コを
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
Ｉ
Ｈ（
電
磁
調
理
器
）

の
キ
ッ
チ
ン
が
増
え
て
、
大
き

い
鍋
を
使
う
の
が
難
し
い
家
庭

も
多
く
、
お
客
さ
ま
か
ら
「
筍

を
茹ゆ

で
て
売
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
学
校
給
食
な
ど
で
使

う
ガ
ス
式
の
回
転
窯
で
、
約


㌔
の
筍
を
同
時
に
茹
で
、
き
れ

い
に
し
、
姫
皮
を
残
し
て
注
文

い
た
だ
い
た
方
に
売
っ
て
い
ま

す
。

　
私
が
所
属
す
る
「
大
山
崎
町

い
き
い
き
朝
市
実
行
委
員
会
」

で
は
、
毎
年
「
筍
ま
つ
り
」
を

開
催
し
、
多
く
の
お
客
さ
ま
に

筍
の
土
佐
煮
を
試
食
い
た
だ
き

ま
す
が
、
昨
年
と
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中

止
し
ま
し
た
。
お
い
し
い
筍
を

待
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
、

来
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
終
息
し
た
ら
復
活
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
京
都
式
軟
化

栽
培
法
で
栽
培
し
た
筍
の
味
を

守
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
（
大
山
崎
町
農
業
委
員
会
・

西
村
淳
子
委
員
）


